
※� 正式名称は「無人航空機操縦者技能証明」です。 ※� 申請が不要となるのは機体認証機を用いたカテゴリーⅡＢの特定飛行に該当する場合です。なお、飛行前の飛行計画通報は必要です。
※� 一等の無人航空機操縦者技能証明等が必要です。

飛行許可・承認の手続きを省略！
資格を持っていれば、一部の飛行許可・
承認申請が不要になります。※２

業務はもちろん、趣味が目的でもOK

ハイレベルな飛行が可能に！
有人地帯上空での飛行（レベル４飛行）※�

や、補助者や看板等による「立入管理措置」
を伴わない飛行（レベル�.�飛行）が可能に
なり、ドローン活用の場が広がります。

キャリアアップや就職などに有利！
今やドローンは、建築物の点検や荷物配送
など、様々な場で使われています。国家ライ
センスは、あなたの知識やスキルを証明し
活躍の場を広げるほか、業務の受注にあたり
発注元から要求されることがあります。

https://www.mlit.go.jp/koku/license.html
制度の詳細は下記よりご確認ください

無人航空機　技能証明

便利な国家ライセンス※�を取得しましょう！

無人航空機操縦者技能証明は

令和４年��月に
制度が

始まりました。
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無人航空機操縦者技能証明制度

技能証明は、実施可能な飛行のカテゴリーに応じて一等無人航空機操縦士と二等無人航空機操縦士の２つの資格に区分されます。
また、それぞれの資格において、無人航空機の種類や飛行の方法について限定があります。これらは、それぞれに応じた試験を受けることで、
限定の変更ができます。

無人航空機操縦者技能証明の取得の流れ

国土交通省
航空局

無人航空機技能証明制度は、無人航空機を飛行させるのに必要な技能（知識及び能力）を
有することを国が証明する資格制度です。

STEP.1
DIPS�.�で技能証明
申請者番号を取得

STEP.3
DIPS�.�にて

無人航空機操縦者技能
証明書の交付申請

STEP.2
下記➀～➂の試験の合格、

試験合格証明書受領

無人航空機操縦士試験の
ご案内はこちらから

制度の詳細はこちらの
航空局HPで確認できます

DIPS�.�は
こちらから

その他、技能証明制度の詳細や技能証明の取得方法を知りたい方は、「無人航空機レベル４飛行ポータルサイト
（無人航空機操縦者技能証明）」をご参照ください。

令和５年��月に新設された「レベル�.�飛行」では、必要な保険に加入したうえで、機上
カメラによる歩行者等の有無の確認を行うことにより、補助者や看板の配置といった

「立入管理措置」を代替することができます。
この「レベル�.�飛行」を行えるのはドローンの国家資格（無人航空機操縦者技能証明）
を取得している人だけ！レベル�.�飛行により、無人地帯におけるドローンの活用が格段
に進むことが期待されます。

昼間飛行限定 夜間飛行 目視内飛行限定 目視外飛行

25kg
以上

または

「レベル�.�」で広がる可能性！

限定変更

限定変更

Check

25kg
未満限定

基 本

基 本
限定変更

基 本

補助者や看板等で
立入管理措置

レベル�

一等無人航空機操縦士
立入管理措置を

講ずることなく行う特定飛行

カテゴリーⅢ飛行

二等無人航空機操縦士
立入管理措置を

講じた上で行う特定飛行

カテゴリーⅡ飛行

補助者や看板等が
不要に！

レベル�.�

マルチローター

最大離陸重量 夜間での飛行 目視外での飛行

ヘリコプター 飛行機

➂身体検査

医師の診断書の
確認

自動車運転免許証等の
公的ライセンスの確認

無人航空機の操縦
に適した視力・身体
機能等を有している
かを確認

➀学科試験

出典：プロメトリック社HP

無人航空機の操縦
に必要な知識を
コンピュータ試 験
により確認

➁実地試験又は修了審査
無人航空機の操縦
に必要な技能を実機
を用いたテストにより
確認又は登録講習
機関の講習を修了

国土交通省 無人航空機指定試験機関
一般財団法人 日本海事協会

登録講習機関とは
国土交通省の登録を受けたドローンスクール。
登録講習機関の講習を修了すると実地試験が免除されます。
講習内容：学科講習＋実地講習＋修了審査 ◀ヘリコプター◀マルチ

【登録講習機関の一覧】

※�年ごとに更新が必要です。

無人航空機操縦者技能
証明書の交付


